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イ
タ
リ
ア
北
部
の
海
上
都
市
ベ
ネ
チ
ア
の
中
心
に
あ
る
サ
ン
マ
ル
コ
広
場
の
世
界
有
数
の
絢
爛
た
る
光
景
や
、
人
工
の
小

島
を
二
分
す
る
カ
ナ
ル
・
グ
ラ
ン
デ
の
両
側
に
林
立
す
る
豪
華
な
建
物
か
ら
、
こ
こ
が
世
界
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
観
光

都
市
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
納
得
で
き
る
が
、
か
つ
て
西
欧
社
会
の
商
業
と
軍
事
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
す
る
た
め

に
は
、
歴
史
の
知
識
を
必
要
と
す
る
。 

 

実
際
、
一
三
世
紀
初
頭
に
第
四
次
十
字
軍
が
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
を
攻
撃
す
る
た
め
に
出
発
し
た
の
は
、
こ
の
軍
事

都
市
で
あ
っ
た
し
、
一
三
世
紀
後
半
に
富
裕
な
商
家
の
息
子
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
が
東
方
に
出
発
し
、
一
七
年
後
に
帰
国
し
た

の
も
、
こ
の
商
業
都
市
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
六
世
紀
後
半
に
キ
リ
ス
ト
世
界
と
イ
ス
ラ
ム
世
界
が
正
面
衝
突
し
た
レ
パ
ン

ト
の
海
戦
で
、
二
○
○
隻
以
上
の
艦
船
か
ら
な
る
キ
リ
ス
ト
教
連
合
国
艦
隊
の
主
力
戦
艦
は
ベ
ネ
チ
ア
の
所
属
で
あ
っ
た
。 

 

一
○
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
な
ら
な
い
小
島
が
当
時
の
世
界
の
中
心
に
な
り
え
た
の
に
は
、
当
然
、
い
く
つ
か
の
理
由

が
あ
る
。
第
一
は
優
秀
な
造
船
技
術
で
あ
る
。
現
在
で
は
木
造
船
舶
の
普
通
の
製
法
で
あ
る
が
、
中
心
と
な
る
竜
骨
を
船
台

に
固
定
し
、
両
側
に
肋
骨
と
な
る
木
材
を
接
続
し
て
骨
格
を
構
成
し
、
そ
こ
へ
船
板
を
貼
付
け
る
と
い
う
方
法
は
ベ
ネ
チ
ア

で
発
明
さ
れ
た
。
そ
の
工
法
で
大
量
に
木
造
の
商
船
や
戦
艦
を
製
造
し
た
国
立
造
船
施
設
（
ア
ル
セ
ナ
ー
レ
）
は
当
時
の
技

術
革
新
の
中
心
で
あ
っ
た
。 

 

第
二
は
国
家
の
絶
好
の
位
置
で
あ
る
。
東
洋
の
金
銀
、
香
料
、
布
地
は
往
時
の
重
要
な
交
易
品
目
で
あ
っ
た
が
、
ア
フ
リ

カ
大
陸
を
周
回
す
る
航
路
が
発
見
さ
れ
る
一
五
世
紀
ま
で
、
そ
れ
ら
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
輸
送
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
陸
路
か
、

黒
海
や
地
中
海
上
に
移
行
す
る
と
い
う
経
路
で
西
欧
に
配
分
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
ベ
ネ
チ
ア
を
中
継
地
点
と
し
て
い
た
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
の
地
位
を
確
保
す
る
た
め
に
は
巧
妙
な
外
交
や
強
力
な
海
軍
を
用
意
す
る
努
力
が
あ
っ
た
が
、
立
地
の
優
位
が

多
大
の
貢
献
を
し
て
い
た
。 

 

と
こ
ろ
が
一
六
世
紀
以
後
、
こ
の
地
位
が
動
揺
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
オ
ラ
ン
ダ
や
北
欧
諸
国
が
優
秀
な
造
船
技
術
を

開
発
す
る
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
事
件
が
一
七
世
紀
末
期
に
発
生
し
た
。
ロ
シ
ア
の
ピ
ョ
ー
ト
ル
皇
帝
が
技
術
の
視
察
に
ベ
ネ

チ
ア
で
は
な
く
オ
ラ
ン
ダ
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
ア
ル
セ
ナ
ー
レ
の
技
術
が
先
端
で
は
な
く
な
っ
た
結
果
、
ベ
ネ
チ
ア
艦

隊
も
最
強
で
は
な
く
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て
一
五
世
紀
最
後
に
東
回
り
と
西
回
り
の
航
路
が
発
見
さ
れ
、
ベ
ネ
チ
ア
は
拠
点

の
地
位
を
急
速
に
喪
失
し
て
い
く
。 

 

昨
今
の
日
本
の
状
況
に
酷
似
し
て
い
る
。
七
○
年
代
か
ら
八
○
年
代
、
日
本
は
工
業
国
家
と
し
て
世
界
二
位
に
な
る
ほ
ど

繁
栄
し
た
が
、
そ
れ
に
慢
心
し
情
報
社
会
の
基
盤
整
備
に
出
遅
れ
た
。
現
在
の
日
本
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
普
及
で
世
界
一
九

番
目
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
一
○
番
目
で
し
か
な
い
。
そ
し
て
戦
後
の
日
本
を
繁
栄
さ
せ
た
二
大
共
産
主
義
国
家
に

直
面
す
る
と
い
う
位
置
は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
崩
壊
と
中
国
の
資
本
主
義
経
済
へ
の
移
行
と
と
も
に
、
か
つ
て
ほ
ど
評
価
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
。 

 

ベ
ネ
チ
ア
で
は
国
家
の
衰
退
と
と
も
に
若
者
が
覇
気
を
喪
失
し
、
適
齢
男
子
の
結
婚
比
率
が
急
速
に
低
下
し
、
一
六
世
紀

に
五
割
、
一
七
世
紀
に
四
割
、
一
八
世
紀
に
三
割
程
度
と
な
り
、
子
供
の
い
る
夫
婦
の
比
率
は
四
割
に
な
っ
た
。
そ
し
て
一

八
世
紀
の
最
後
に
南
下
し
て
き
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
軍
隊
に
戦
闘
す
る
こ
と
な
く
降
伏
し
て
国
家
と
し
て
終
焉
す
る
。
現
在
の

日
本
の
二
○
歳
台
男
子
の
未
婚
比
率
は
七
割
、
女
子
も
五
割
で
あ
り
、
就
業
し
な
い
覇
気
の
な
い
若
者
の
急
激
な
増
加
は
一

大
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。 

 

人
間
の
感
覚
器
官
は
緩
慢
な
変
化
を
察
知
し
に
く
い
。
そ
れ
を
補
正
す
る
の
が
過
去
を
記
録
し
参
照
で
き
る
能
力
で
あ
る
。

歴
史
は
緩
慢
な
時
間
を
圧
縮
し
て
本
質
を
理
解
さ
せ
る
手
段
で
あ
る
。
日
本
と
い
う
一
見
安
泰
な
国
家
も
、
歴
史
を
参
考
に

す
れ
ば
、
前
回
の
カ
ル
タ
ゴ
、
今
回
の
ベ
ネ
チ
ア
と
瓜
二
つ
の
状
況
に
あ
る
。
ロ
ー
マ
そ
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
突
然
登
場
す

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。 


